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インフォメーションシステム事業の
ねらいと展望
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u -Japan政策

IT新改革戦略

4G携帯登場3.5G携帯登場 数GB光サービス登場VoIPが普及へ

サーバ
OS ビジネスグリッドの標準化 オートノミック技術の進歩サーバ仮想化技術の進歩

日本版SOX法対応システム 生体認証適用拡大

企業内でWebサービス活用，ESB普及 企業間でWebサービス活用普及

テラバイト規模DB一般化
XML-DB普及

メタデータ活用普及

EAに基づく官公システム再構築 上流モデルのBPMによる実装普及

RFID普及測位・空間情報基本法
IPv6 利用加速

SOA対応技術の強化Webサービス基盤の確立

オールIP／大容量化の進展(光サービス化)，FMC，放送・通信融合

上流設計と直結したシステム構築の加速化(EA，モデルベース開発）

ユーティリティコンピューティングへ64ビット，マルチコアCPU普及

情報セキュリティのユビキタス化

コンサル＆
ソリューション

データ
セントリック

ユビキタス
ネットワーク

IPｖ6，RFID，センサネットワーク，高精度測位などの基盤開発と応用

ITIL ISO化
プロアクティブ監視

アプリケーションのサービスとしての提供

サポート
＆

アプリケーションのサービス化アウトソースへの対応力強化サポート＆
サービス

e-Japan戦略Ⅱ 

ISMSのISO化

SOAによるデータ統合

大容量データに対応した高速検索技術，メタデータ管理技術の強化

日本版SOX法対応運用

国家IT戦略

トータル
セキュリティ

監査を含めた運用管理技術

技術強化の方向性

IP：Internet Protocol，FMC：Fixed Mobile Convergence，VoIP：Voice over IP，3.5G：3.5th Generation，GB：Giga Bit，4G：4th Generation
EA：Enterprise Architecture，SOA：Service-Oriented Architecture，BPM：Business Process Management，ESB：Enterprise Service Bus
ISMS：Information Security Management System，ISO：International Organization for Standardization，XML：eXtensible Markup Language
DB：DataBase，Ipv6：Internet Protocol Version 6，RFID：Radio Frequency Identification，SLA：Service Level Agreement，SLM：Service 
Level Management，ITIL：Information Technology Infrastructure Library，OS：Operating System，CPU：Central Processing Unit

(1)　コンサル＆ソリューション
　事業・業務の全体構造（ビジネスアーキテクチャ）とIT・
情報システムの全体構造（ITアーキテクチャ）を整合さ
せるために，業務革新のためのコンサルティング技術・
上流設計技術と，その結果を実装するEA手法やBPM
技術を強化
　システム構築はレガシーを含めて異なるシステム同士
を柔軟に連携させるサービス指向アーキテクチャ
（SOA）への対応
(2)　トータルセキュリティ
　セキュリティポリシー，ISMSのISO化，通称日本版
SOX法による内部統制などの監査に対応した情報セキ
ュリティ全般の運用管理技術

　すべてのものがセキュリティを実装する時代に向けた，
機器認証，暗号，著作権保護などのユビキタス化

(3)　データセントリック
　セキュリティログなどで爆発的に増大するデータに対
応した高速検索技術

　XML操作や非定型の文書処理の技術の強化。そのため
のメタデータ管理技術の強化

(4)　ユビキタスネットワーク
　ユビキタスネットワーク社会を支えるIPv6，RFID（電
子タグ)，センサネットワーク，高精度測位等の基盤開
発と活用

(5)　サポート＆サービス
　ITILなどを活用したサービスレベルの保証。アウトソ
ース化の発展型としての情報システム一部の定型業務
をサービス化して利用する動きへの対応

＊インフォメーションシステム事業推進本部 技術企画部長　＊＊情報技術総合研究所 情報技術部門統轄（工博）
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要　旨

三菱電機は，2004年に，“快適・安心・発展を支えるIT

システムのお客様との共創”を目指すITシステムビジョン

を発表した。ITシステムビジョンは，コンサル＆ソリュ

ーション，トータルセキュリティ，データセントリック，

ユビキタスネットワーク，サポート＆サービスの５つの重

点分野からなる。

2005年からは，�快適・安心・発展“DiamondSolution（注１）”�

というスローガンを新たに設定し，ユビキタス社会実現に

向け以下に示すようなITソリューションの実績を積み上

げてきた。

� “快適”が目指すものは経営スピードや顧客満足度の向

上であり，一例として銀行業務の自動相談・契約端末

のシステムなどを構築

� “安心”が目指すものはセキュリティの向上や高信頼性

の確保，コンプライアンスの維持であり，日本版SOX

（Sarbanes－OXley）法との関連で関心が高まっているコ

ンプライアンス推進ソリューションやITサービスマネ

ジメントソリューションなどを提供開始

� “発展”が目指すものは変化への素早い対応や事業継続

性であり，システム変更を容易にするサービス指向ア

ーキテクチャ対応製品などを提供開始

ITシステムビジョンの５つの重点分野について，更な

る“快適・安心・発展”をお客様と共創していくためのロー

ドマップ及びその技術強化の方向性を，以下のイメージ図

に示す。

Scope and Vision of Mitsubishi  Electric Group’s Information Systems and Network Services
Masahiro Takagi, Kotaro Katsuyama

高木正博＊

このロードマップは，背景となる国家IT戦略，ネットワークインフラの進展，サーバOSの進化とともに，ITシステムビジョンの5つの分野ご
とに重要と考える動向とそれに対する方向付けを示している。更なる技術開発とシステム／製品／サービスへの適用によって，快適・安心・発
展の追求に取り組んでいく。

ITシステムビジョンの５つの重点分野ロードマップ：技術強化の方向性

（注１） DiamondSolutionは，三菱電機㈱の登録商標である。


